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名護市屋我地放課後児童健全育成施設運営事業者業務仕様書 

 

 この仕様書は、屋我地幼稚園舎を活用して実施する放課後児童健全育成事業（以下「屋

我地学童クラブ」という。）の運営事業者が行う業務の内容及びその範囲等について、定

めるものとする。 

 

１ 趣旨 

  本仕様書は、屋我地学童クラブの運営事業者が行う業務の内容及び履行方法について

定めることを目的とする。 

 

２ 屋我地学童クラブの管理の基本 

  屋我地学童クラブを管理運営するに当たっては、次のことを基本的な考え方とする。 

 ⑴ 事業の運営においては、市民や利用者の意向を十分に反映し、地域に根ざした特色

ある運営を行うこと。 

 ⑵ 効率的かつ効果的な管理運営を行い、経費の縮減に努めること。 

 ⑶ 常に善良な管理者の注意をもって管理に努めること。 

 ⑷ 個人情報の保護に努めること。 

 

３ 施設の概要 

 ⑴ 施設の設置目的等 

  ア 屋我地学童クラブは、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学して

いる児童の放課後の育成及び指導をすることにより、児童の健全育成を図ることを

目的としている施設である。 

  イ 屋我地学童クラブの実施場所である屋我地幼稚園舎は、本来は幼稚園の用に供す

る施設であるが、平成28年度から幼稚園を休止しており、休止している間、当該幼

稚園舎の行政財産の目的外使用として使用し、屋我地学童クラブを実施するもので

ある。 

  ウ そのため、毎年度当該幼稚園の開所の有無を決定し、引き続き休止する場合は当

該屋我地幼稚園舎で屋我地学童クラブを実施できるものとする。 

 

 ⑵ 施設の所在地 名護市字饒平名159番地 

 ⑶ 施設の規模・構造等 

  ア 建築年月 平成13年３月 

  イ 施設面積 200㎡ 

  ウ 構造・規模 鉄筋コンクリート造 １階建て 

 ⑸ 主要施設 

  ア 保育室 

  イ 遊戯室 

  ウ 倉庫 

  エ ステージ 

  オ 職員室 

  カ トイレ 

  キ 玄関スペース 
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 ⑹ 施設平面図  別紙 

 ⑺ 付帯施設・設備 

  ア 駐車場 

  イ 汚水処理施設 

  ウ 空調設備 

  エ 消防設備 

 

４ 開所日・開所時間・閉所日 

  原則として、開所日は、１年につき250日以上とし、児童の保護者の就労日数、小学

校の授業の休業日その他の状況を考慮して定めること。 

  開所時間及び閉所日の原則は、次のとおりとする。 

 ⑴ 開所時間 

開 所 時 間 

平日：学校の下校時から午後７時まで 

学校の休業日（夏期、冬期、学年始、学年末等の休業期間を含

む。）：午前７時30分から午後７時まで 

 

５ 閉所日 

閉 所 日 

① 原則として日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第

178号）に規定する休日 

② 12月29日から翌年の１月３日までの日 

③ 慰霊の日（６月23日） 

 

６ 実施期間 

  令和６年４月１日から令和７年３月31日までとする。令和７年４月１日以降について

は、当該施設が休止している屋我地幼稚園舎を活用していることから、毎年度幼稚園の

開所の有無を決定し、引き続き休止する場合は当該屋我地幼稚園舎を活用できるものと

する。 

 

７ 屋我地学童クラブの愛称 

  屋我地学童クラブの運営事業者は、公序良俗に反しない範囲において、愛称を付する

ことができる。 

  愛称を付す場合は、名護市放課後児童健全育成事業実施要綱様式第３号の放課後児童

健全育成事業開始届において、届け出なければならない。ただし、事業途中での愛称の

変更は、認めない。 

  愛称は、運営事業者が発行する印刷物や広報誌、ホームページ等への利用を可能とす

るほか、市も可能な範囲において当該愛称を利用するものとする。 

  愛称に係る料金（ネーミングライツ料）は、発生しない。 

 

８ 法令等の遵守 

  屋我地学童クラブの管理運営に当たっては、本仕様のほか、次に掲げる法令等に基づ

かなければならない。 

 ⑴ 地方自治法 

 ⑵ 児童福祉法 
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 ⑶ 放課後児童クラブ運営指針 

 ⑷ 名護市放課後児童健全育成施設の設置及び管理に関する条例 

 ⑸ 名護市放課後児童健全育成施設の設置及び管理に関する条例施行規則 

 ⑹ 名護市公の施設の管理に関する基本条例 

 ⑺ 名護市公の施設の管理に関する基本条例施行規則 

 ⑻ 名護市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

 ⑼ 名護市放課後児童健全育成事業実施要綱 

 ⑽ 名護市放課後児童健全育成事業補助金交付要綱 

 ⑾ その他関係法令 

 

９ 業務の一括委託の禁止 

  運営事業者は、業務の全部又は主要な部分を第三者に委託し、又は請け負わせてはな

らない。ただし、清掃、警備等の業務の一部について、あらかじめ市長が認めた場合は

この限りでない。 

 

10 業務内容 

 ⑴ 屋我地学童クラブの維持管理に関する次に掲げる業務 

  ア 施設等の適正な運営のため、清掃、施設・設備点検等の保守管理及び修繕、敷地

内環境美化を行うこと。具体的には、次のとおりとする。 

   (ｱ) 清掃業務 

    a 良好な環境衛生、美観の維持はもとより、施設等の健全なる保全を図ること。 

    b 適切な方法により、埃、ゴミ、汚れ、シミ等を落とし清潔な状態に保つこと。 

    c 定期清掃（通年）、ガラス清掃、ワックス清掃等行うこと。 

   (ｲ) 電気、空調、給排水等設備管理 

    a 電気設備、空調設備、給排水衛生等の各設備の日常巡視点検を行うこと。 

   (ｳ) 施設・設備保守点検 

    a 屋我地学童クラブの機能を維持するとともに、利用者が快適に使用できる良好

な施設、設備を提供するため、設備・器具等の状態について巡視点検を行い、

関係法令に基づく法定検査等を行うこと。 

    b 次の設備等に関する保守管理を行うこと。 

     空調設備 消火設備 

   (ｴ) 修繕 

     施設等については、損耗、劣化及び破損又は故障により損なわれた機能を回復

させるため、１件10万円未満の修繕費等については、運営事業者が自己の費用と

責任において実施することとし、当該金額を超える場合は、市と協議する。 

  イ 施設内の秩序を維持し、事故、盗難、破壊等の犯罪及び火災等災害の発生を警戒

・防止し、財産の保全を図るとともに利用者の安全を守るために、保安管理を適切

に行うこと。 

  ウ 運営事業者の業務上の瑕疵により生ずる損害賠償に対応できるよう賠償資力を確

保するための適切な保険に加入すること。なお、建物損害保険については市が加入

するが、その他施設管理上必要があれば、運営事業者が加入すること。 

  エ 施設維持管理用消耗品（電球、トイレットペーパー等）、事務用品消耗品（事務

用品、応急処置用品等）、清掃用消耗品（洗剤、清掃用具等）の消耗品購入に関す

ること。 
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  オ 電気使用料、燃料費、光熱水費を支払うこと。 

  カ 通信運搬費（電話料、郵便料等）を支払うこと。 

  キ 使用料（上・下水道使用料、ＮＨＫ受信料等）を支払うこと。 

 ⑵ 屋我地学童クラブにおける事業の計画及び実施に関する次に掲げる業務 

  ア 国の放課後児童クラブ運営指針に定める基本的な事項を踏まえ、適切な育成支援

を計画・実施すること。また、それぞれの実態に応じ、利用者に対するサービスの

向上と機能の充実に努めること。 

  イ 児童の育成支援を充実させるため、保護者、学校及び地域との連携を図ること。 

  ウ 配置する人員の勤務形態は、労働基準法等を遵守し、屋我地学童クラブの運営に

支障がないようにすること。また、放課後児童支援員の数は、２人以上とする。た

だし、その１人を除き、補助員をもってこれに代えることができる。 

  エ 職員に対して、屋我地学童クラブの管理運営に必要な研修を実施すること。 

 ⑶ 屋我地学童クラブの事業において、当該施設を利用する者の許可に関する業務 

ア 運営事業者は、屋我地学童クラブの利用申し込みの受け付け及び利用判定を行う

こと。ただし、対象児童は名護市内に居住する児童であって、その保護者が就労等

によって、昼間家庭にいない児童とする。 

イ 屋我地学童クラブの利用料に関する業務（徴収・返還等）を行うこと。ただし、

利用料は飲食物費等の実費分を除き、入所児童１人につき原則8,000円（夏休み等

12,000円）を超えない額とすること。 

 ⑷ 事業報告 

  ア 運営事業者は、屋我地学童クラブの利用状況及び管理運営業務の実施状況等を記

載した業務日報を作成し、市が指定する期間保管し、求めがあった場合は提出する

こと。 

  イ 毎月、利用状況及び業務日報（利用者からの意見、要望等とその結果及び対応を

含む。）に基づいて事業報告書を作成し、市に報告すること。 

  ウ 利用状況については、日別、月別、年度合計等を記載した文書を作成すること。 

  エ 施設修繕等施設管理に係る業務を実施した場合は、業務完了書の作成を行うこと。 

 ⑸ その他 

  ア 緊急時の対策、防犯、防災対策について、マニュアルを作成し、従事者に指導及

び訓練を行うこと。なお、防災対策については、市と十分に調整をしながら行うこ

と。 

  イ 運営事業者は、児童及び職員を対象とした傷害保険に加入すること。 

  ウ 個人情報保護について従事者に周知、徹底を図ること。 

  エ 運営事業者が業務に伴い作成、又は受領した文書については、名護市文書取扱規

程に準じて適正に管理・保管すること。 

  オ その他屋我地学童クラブの管理上、市が必要と認める業務を行うこと。 

 

11 業務分担 

 ⑴ 名護市屋我地幼稚園舎の使用に係る運営事業者と市との責任・役割分担は、原則と

して次の表のとおりとする。ただし、現状有姿での引渡しとする。 

 

項   目 運営事業者 市 

①施設（建物、構築物、機械設備等）の保守点検 ○  
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②施設の維持管理 ○  

③安全衛生管理 ○  

④業務に関連して取得した利用者等の個人に関す

る情報の漏えい等による利用者等に対する対応 
○ 

 

⑤施設の大規模修繕等（構造耐久上主要な部分）  ○ 

⑥施設等の経年劣化、損傷、滅失等による修繕 

○ 

※10万円未満 

 

（△）  

⑦事故、火災による施設損傷の回復 （△） ○ 

⑧施設利用者の被災に対する責任 （△） ○ 

⑨施設の火災共済保険の加入  ○ 

⑩賠償責任（運営事業者に管理瑕疵がある場合） ○  

  ※ （△）は運営事業者の責めに帰す場合 

 ⑵ 前号の規定にかかわらず、前号の表に定める事項に疑義のある場合又は定めのない

事項については、運営事業者と市が協議して定めることとする。 

 

12 経費等について 

 ⑴ 予算の執行 

   予算は、以下のとおり執行すること。 

  ア 人件費、事務費、事業費等は、運営事業者からの予算提案額に基づき別途協定書

で定めた予算額以内で執行すること。 

  イ １件10万円未満の修繕費等については、運営事業者が自己の費用と責任において

実施することとし、当該金額を超える修繕は市と協議する。 

 ⑵ 自主事業 

   運営事業者は、自らの提案により屋我地学童クラブを利用して行う自主興行等の自

主事業を実施することができる。 

 ⑶ 利用料金の免除及び還付 

   名護市放課後児童健全育成事業補助金交付要綱（平成23年告示第80－４号。以下「

補助金要綱」という。）に基づき、ひとり親家庭学童利用料負担軽減事業を実施し、

利用料金の減免を行った場合は、当該減免に係る費用に関して予算の範囲内において

補助金の支給がある。 

 ⑷ 事業報告 

   会計年度終了後、補助金要綱に基づく名護市の指示に従い、事業報告書を提出する

こと。 

 ⑸ 経理規定 

   運営事業者は、経理規程を策定し、経理事務を行うこと。 

 ⑹ 実地調査について 

   市は必要に応じて、労務管理、施設、物品、各種帳簿等の現地調査を行う。 

 

13 運営事業者が賠償責任を負う範囲 

  運営事業者は、屋我地学童クラブの管理業務の履行に当たり、運営事業者の責めに帰

すべき事由により市又は第三者に損害を与えた場合は、その損害を賠償しなければなら

ない。 
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  なお、運営事業者においては、名護市が必要と認める損害賠償責任保険に加入するこ

と。 

 

14 物品の管理等 

 ⑴ 運営事業者が行った修繕により結果として物品を取得することとなる場合は、その

物品は、市の所有に属するものとする。 

 ⑵ 運営事業者は、市の所有に属する物品については、善良な管理者の注意をもって管

理に努めること。また、物品のうち備品については、備品台帳を備え、取得及び廃棄

等の異動について随時、市に報告しなければならない。 

 ⑶ 運営事業者は業務において使用する備品については、定期又は随時に市の照合を受

けなければならない。 

 

15 備品 

  備品は、別途提示する。 

 

16 業務を実施するに当たっての留意事項 

  業務を実施するに当たっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。 

 ⑴ 屋我地学童クラブは公の施設であることから、利用者に対しては必ず公平な運営を

行うこと。 

 ⑵ 運営事業者が施設の管理運営に係る各種規程・要領等を別に定める場合は、市と協

議を行うこと。 

 ⑶ 個人情報の適正な管理のために次の必要な措置をとること。 

  ア 管理規程の整備、職員の意識啓発など管理的な保護措置 

  イ 電子計算機処理によるアクセス制限、データの暗号化などの技術的な保護措置、

保管施設の整備など物理的な保護措置 

 ⑷ 名護市及び国、地方公共団体並びに公共団体の事業への協力をすること。 

 ⑸ 事業の管理運営に当たり、特定の企業を直接的又は間接的に優遇したり宣伝活動を

行ったりしてはならない。 

 ⑹ 補助金の交付を受けて整備された施設や設備を、補助金の交付の目的に反して使用

し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、取り壊し、又は廃棄することは財産処

分に当たる。財産処分を行う場合には、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する

法律（昭和30年法律第179号）等に基づいて、事前の承認が必要となり、場合によっ

ては、補助金の返還等の条件を付されることがある。 

 

17 その他 

 ⑴ 運営事業者は、期間満了時に伴い、次期運営事業者が運営を行うこととなったとき

は、円滑かつ支障なく屋我地学童クラブの業務を遂行できるよう引継を行うこと。 

 ⑵ 事業の継続が困難となった場合の措置 

  ア 運営事業者の責めに帰すべき場合の措置 

    運営事業者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難になった場合は、市

は運営事業者の取消し又はある一定の期間を設けて業務の全部若しくは一部を停止

することができるものとする。その場合は、市に生じた損害は運営事業者が賠償す

るものとする。 

    なお、次期運営事業者が円滑かつ支障なく、屋我地学童クラブの業務を遂行でき
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るよう引継を行うものとする。 

  イ 当事者の責めに帰すことができない事由による場合 

    不可抗力等、市及び運営事業者双方の責めに帰すことができない事由により、業

務の継続が困難になった場合、事業継続の可否について協議するものとする。一定

の期間内に協議が整わないときには、それぞれ、事前に書面で通知することにより

協定を解除できるものとする。 

    なお、次期運営事業者が円滑かつ支障なく屋我地学童クラブの業務を遂行できる

よう引継を行うものとする。 

 ⑶ 協定書の解釈に疑義が生じた場合又は協定書に定めのない事項が生じた場合は、市

と運営事業者は誠意をもって協議するものとする。 


